
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター 【事務局情報】■ 武道館平面計画武道館建設事業計画[概要版] 

武道館進捗状況をシリーズでお届けしています！ 

概要版より：道場１は、常設畳敷きの主に柔道・合気道に使用

する道場です。柔道の国際規格試合場２面分の面積を確保

し、床下には柔道用スプリングを施します。道場2は、全面板

張りの主に剣道・少林寺拳法に使用する道場です。剣道の１１m四方の試合場２面分の面積を確保し、床

下には武道専用スプリングを施します。また、素足にやさしい床材も検討します。 

【第 15回北見地方少年 段・級別 剣道大会】 

去る3月11日(日)、小泉地区市民トレーニングセンターに於いて「平成23年度第15回北見地方少年 段・

級別 剣道大会」が開催されました。開会式に先立ち、多くの犠牲者が出た東日本大震災から1年を迎えたこの

日、父母・大会出場者並びに役員全員でもって1分間の黙祷を行いました。開会式では、今泉竹夫大会長より「普

段稽古してきたことを十二分に発揮してください。厳しい練習を辛抱すれば必ず力がつき楽しみが見つけられま

す。そのことは将来の人生に必ず役に立ちます。決して諦めない心がしっかり掴めます」と挨拶があり、続いて

内田圭治審判長による注意事項、福岡拓海(武道館少年部)選手代表の力強い選手宣誓があって試合が開催されました。この大会は、特に出

場したことのない少年剣士にとっては、上達した自分の力を試す絶好の機会でもあります。本大会は、130名の出場者によって各部門毎に

トーナメント方式で戦いが展開され、審判の先生方は光明正大な審判をしてくださいました。試合の中で特に注目された部門は「無級の部」

で、豆剣士たちは剣道を初めて1年も経っていないのに、相手をよく見て大きな声をだしてしっかりと面を打って立派な試合でした。次に

「8級の部」の技には、目を見張るものがありました。小手抜き面・面抜き面・面返し胴・面抜き胴を随所に使い分けての戦いが展開され、

まさに技の競合いをしているかの様な試合でした。これらの技は、相手の動きをしっかり見ていないと出せない技で、素晴らしい試合展開

でした。上位の級になるに従い、もっと気迫が欲しいと感じたり稽古不足かなと感じたりもしました。しかし、初めて試合をした剣士たち

にとっては、勝敗を抜きにして”試合をした・試合が出来た”と言うことなのか満足した顔が多く見受けられました。我が子の戦いぶりをビ

デオカメラに収める父母・声援に熱が入る父母・剣友。1年間の成長の姿を発表するにふさわしい段・級別剣道大会であったのではないで

しょうか。閉会式に於いての内田圭治審判長の講評として「小学生は元気があってよかった。中学生は、もう少ししっかりした打込みをや

って欲しい。指導者としても反省する必要も有るのではないか。」の言は、誰しもが真摯な姿勢で受け止めたいものです。次年度は、更に

多くの少年剣士の参加のもとに盛大な大会となることが期待されます。尚、試合結果は次の通りです。 
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